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なぜなら、復刻版とドイツ文の解説文だけでは、日本に限らず、世界各国のとくに若い科学者
は読んでくれないだろうという予想ができたからである。独一英対訳にすれば世界中の多くの
人々もこれを読み、ペファーの植物生理学と現在の植物生理学との繋がりが広く理解されるで
あろうし、復刻の意義もより大きくなる、という考えだった。しかし本人自身のための記号や
ラテン語を含むこの古いドイツ語によるメモを、きちんとした英語に訳してくれる人物が果た
しているのだろうか、ということが次の問題となった。しかし、私たちは再び幸運に恵まれた。
チューピンゲン出身で日本シェリングの B.フリッツ・ツイーロート博士がこの困難な仕事を引
き受けてくれることになった。彼は英語はもちろん、日本語にも習熟した、いわばこの仕事に
最適任の人物であった。フリッツさんの奮闘はすさまじいもので、 1993年秋から始まった英訳
はたちまちその年 12月までに終了した。こうやって多くの人たちの協力と、まさに時に応じて
得られた幸運にも恵まれ、ペファー・ノートの解読英訳は完成し、この 4月に研究所から出版
のはこびとなった。
今回の事業は目立たないもので、多くの読者の皆さんには関心をもちにくい分野の仕事かも
しれない。しかし、さきの復刻版刊行とともに、日本だけでなく世界の科学の歴史に残るもの
と私たちは自負している。(岩波書庖「図書J4月号、 30-35、1994) (同内容のものは以下の
論説としても発表した:増田芳雄、田沢 仁、河崎利夫「ペファーノートの解読J日本植物生
理学会通信61: 13-17、1994; Masuda， Y.， M. Tazawa and T. Kawasaki: Deciphering of 
Pfeffer's Notes on the "Pflanzenphysiologie， ein Handbuch" JSPP Newsletter 29:2・5，1994) 
「長松篤棄のこと一日本における揺藍期の植物生理学j
W.ジモーニス教授は一冊の古ぼけた学位論文を私に示した。葉緑体の作用に関するその論文
(Beitrage zur Kenntnisse der Chlorophyllfunktion) は 1888年に発行され、著者は A.
Nagamatszとあった。私が、植物生理学の創設者ユリウス、ザックスに関する資料をしらべる
ため西ドイツのヴュルツブルク大学植物学教室を訪れた 1977年初秋のことである。ジモーニス
教授は「ザックス教授のもとで学んだ最初の日本人がこの人だ」と説明した。私が長松篤楽の
名を知ったのはこのときである。小倉謙編「東京帝国大学理学部植物学教室変革J(昭和 15年)
をみると、 I(前略)その頃三好学が柱頭刺激感応に関する実験を行ひしが如きは本邦における
植物生理学研究のこう矢たるべし。然れども邦人にして更にこれに先立ちて生理学研究をなせ
し人に長松篤業ありJとある。
「東京火災保険株式会社五十年史J(昭和 13年)に以下の記述がある (392頁)0I長松社長
は昭和 7年7月31日、取締役社長の職を辞せられ、同時に推されて評議委員に就任せられた。
長松男爵は明治 26年、当社が創業期の苦境時代に安田善次郎氏等に依って大改革せられてその
更正を策せられた際に取締役として入社、爾来常務取締役、副社長、社長に虚任、四十年の永
きに亙って或いは社務の枢機に参画し、或いは之れを統理して当社の経営に尽痛せられ、その
隆盛を致されたる功はまことに偉大なるものがある。又同男は同系帝国海上、東洋火災、太平
火災の各社に在っても永年、或いは社長、或いは副社長、取締役に在職せられ、安田系損害保
険会社の重鎮として終始せられた。」
129 
我が国で初の植物生理学者である A.Nagamatszと火災保険会社社長の長松男爵とが同一人
物であるとは、想像もできないことであろう口
長松は明治の比較的初年にドイツへ留学して植物生理学の研究を行い、学位を得て帰朝後、
学習院教授となりながら、 30歳そこそこの若さで方向転換して実業界へ入った。その変化に富
んだユニークな生涯には甚だしく興味をそそられるものがある。東京青山の宅にあった長松の
日記等、彼自身の手になる記録のたぐい、書簡などはすべて戦争末期の大空襲で焼失したとい
う。そんなわけで、長松に関する資料は第三者によるものがほとんどで、彼の生涯を追うとい
う仕事は何としても隔靴掻庫の感を免れない。にもかかわれず私がここ数年、長松に関する情
報収集に努めたのは、ザックス (1832-1897)の生誕 150年記念事業の計画が 1980年頃から
始まったことが契機になったからである。我が国における植物生理学者第一号の長松の生涯を
しらべるにつれ、その変化に富んだ人生がしだいに明かになってきた。現在、長松に関する私
の疑問の主なものは二つある。第一は、なぜあの当時彼が植物生理学を選ぴ、ザックスの許に
赴いたか、であり、第二は、なぜ彼がこの道をすて、学界、教育界から実業界へ転身したか、
である。
長松は山口の産。幕末、京都に学び、勤王の志をもった藩医、歌人の長松幹の次男として元
治元年 (1864)4月15日に生まれた。その出生地は現山口市の吉敷郡矢原村。幹の長男、すな
わち長松の兄は周造といい、その生没年は不明であるが、早くから大蔵卿井上馨の世話で大蔵
省出仕となり、井上の養子勝之助に随行して明治 2年、官費留学生として渡英、彼地で造幣学
を学んだ。しかし病弱のため程なく帰国して没した。父の幹は京都で新政府の議政官史官を勤
めたが、明治 2年、天皇に供奉して東京に移り、太政官となり、修史局長などをへて明治 17年
元老員議員、 23年錦鶏関紙候、翌年元老院議廃止とともに貴族院議員となり、功により明治 29
年、 61歳で男爵となった。没年は明治 36年 68歳である。長松は父の死後襲爵し、貴族院議員
となったわけである。
こうしてみると、長松は幕末期における藩の一種の特権階級であった医家に生まれ、維新後
も長州閥に属し政府要人であった父のもとにエリートとして人生のスタートを切ったといえる。
一家が上京後の明治7年、 10歳の長松は英語学校(のちの大学予備門)に入札さらに明治 12
年、創立されたばかりの学習院に入学している。その後京都中学、静岡中学をへて明治 15年18
歳のとき東京大学植物学科へ選科学生として入学したが、 17年退学して渡独、 20年に帰国して
学習院教授に任ぜられた。 23歳のときである。しかし、明治 23年非職となり、 26年、安田系
の東京火災保険株式会社の取締役となったO これは長松の岳父であり、当時同社の評議委員を
していた米倉一平の斡旋によると記録されているから、妻すが(明治 2年生)とはこのときす
でに結婚していたことになる。
想像するに、長松の性格は幼少期の恵まれた環境のせいか、極めて個性的かっ行動的で、こ
とによると父ももてあました“極道者"だ、ったふしがある。父の地位からか長松の交友関係は
広く、各界の人物の書いたものに長松は登場する。巌谷小波「我が五十年J(東亜堂、大正9年)
によると、小波は幼年時代に里子に出されていたが、その里親は長松幹の長屋に住んで仕立屋
をしていたという。小波の父と幹は親友で、小波は毎日縁伝いに長松家へ遊びに行き、幹夫妻
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から我が子同様に可愛がってもらったらしい。「其頃同家では長男は洋行後弊れ、三男は出産後
間もなく死んで、二男の篤君許りであったから、僕はその補充とでも言う様に、まるで養子に
でもされた形で、非常に可愛がられたものだ。」長松のことを兄さんといって一緒に遊んだそう
である。小波が 8、9歳の時、父が小波を医師にしようと思い、その準備のため小波はドイツ語
を習わせられた。先生は長松の叔父、松野林学士夫人クララ女史であった。小波によると、「そ
の頃の政府の役人と言えば、頗る幅の利いたものですから、随って僕なぞも、所謂『おんば、
日傘j、、」の暮らしだったという。長松の場合も同様であっただろう。
長松の子息太郎氏(昭和 53年 10月死去)夫人の治子氏から筆者が頂戴した私信によると、
長松は、「私が父を知りました頃は謹厳実直、頑固に近い人で、若い頃はなかなか柔剛相まった
すきものでございましたとか…」という人物であったらしい。 治子夫人の表現は実に的を射た
ものであったと考えられる理由がいくつかある。長松はドイツ時代、学位論文を書き終えてか
ら、長松の故郷に近い津和野出身の森鴎外をミュンヘンに訪ね、あちこち遊んでいる。鴎外の
「独逸日記」の中にこの時(明治 19年 8月 5日)のことを書いた次の一節がある。「長松篤楽
ヴ、ユルツブルクよりきたる。(中略)フインステルワルデルのコーヒー庖に至り、 1時間許り会
話するを常とす。庖に稗ありアンナと呼ぶ。ダッハウの産、甚だ美ならず、稗、加藤を呼ぴて
美学士となし、岩佐を悪学士となし、余を正直学士となす。(中略)今や長松来りて美学士の名
はこれに帰し、憐む可し加藤は無名学士となりぬO 長松は顧影自憐の美少年なり。村稗の彼を
棄て此を取るも復怪しむに足るなし。」ここに登場する加藤とは小児科、現天皇の侍医だった加
藤照麿のことであり、岩佐とは東大教授だった岩佐純の子新のことで、のちに天皇家侍医で男
爵となった。また、明治 19年 9月 22日、鴎外の弟篤次郎が兄林太郎に宛てた手紙に次の一節
がある i(日本からの手紙一滞独時代森鴎外宛 1886-1888、日本近代文学館、昭和 58年)。
「加藤岩佐諸子ト往来遊戯以テ平日刻苦ノ精神ヲ慰藷スルニ足ラン長松ノ如キハ本郷ノ書生皆
コノ類未タ怪ムニ足ラズ。」ここで"本郷ノ書生"とは、手紙の前の部分で篤次郎が下宿してい
た本郷竜岡丁界隈の下宿学生の遊びほうけている生態を慨嘆しているくだりに関係している。
篤次郎によると長松は“服飾に凝り似想不想の秋波云々"の類いだったということになる。こ
の手紙は鴎外の 7月29日および8月7日付の手紙に対する返書であるから、前述の日記にある
8月 5日の内容が 8月 7日付の手紙に書かれており、その部分に対する篤次郎の反応だ‘ったの
であろう。現在残っている長松の青年時代の写真をみると、ノーブルな美青年と呼ばれるにふ
さわしい容貌をしていたことがうかがえる。このような資料やドイツでの研究、学習院時代の
改革事業、保険会社での活躍からみると、治子夫人の“柔剛相まった"という表現はまさに長
松の明治エリートとしての人柄の本質をついたものと思われる。
学習院に現在保存されている記録の中に「明治 13年 9月一16年 2月男女生徒試験表綴込」
というものがあり、当時後期四級生徒だ、った 16歳の長松の成績が残っている。これをみると長
松はとくに代数や語学にすぐれていたようである。明治 15年 9月、長松は試験を受けて東京大
学理学科に選科生として入学した。植物学科選科生第一号である。約 1年後の 17年2月これを
中退し、 3月に日本を発って渡独、 6月にヴュルツブルク大学学生となった。私費留学である。
ここで第 1の疑問点に入りたい。長松はなぜ植物学を選んだか、そしてなぜザックスの許に
131 
留学して植物生理学を専攻したのであろうか。説明できる客観的証拠は全くないが、あるいは、
と匂わせる事実がないことはない。長松の叔父、つまり母ふみの弟に松野硝 (1847-1908) と
いう人物がいた。明治 3年、この人物は北白川宮殿下の家従としてドイツに随行したが、翌年
家従を解かれたため学問に専心することになり、 5年エーベルスワルデの高等森林学校に入学し
た。 8年 6月同校を卒業して帰国したD その後内務省雇となって官林台帳を作製、 15年山林学
校を設立した。これが 19年駒場農林学校に併合され、 23年帝国大学農学部林学科となった。
松野は我が国の林学科教授第一号である。松野は当時としては珍しくドイツ婦人と結婚(巌谷
小波のドイツ語教師をしたクララ夫人)するほど国際化した人物で、彼ら夫婦は長く長松家と
親交を結んでいた。このような家庭環境に育った長松は、おそらく叔父松野の影響を受けて植
物学に興味をもち、とくに当時のドイツにおける植物学の状況について多くの情報を得たので
はなかろうか。若くして洋行した兄や、ドイツで学び、彼地の女性と結婚した叔父をもっ長松
にとっては、 ドイツ留学ということは至極当然のなりゆきだったのであろう。また、植物学な
らヴュルツブルクのユリウス・ザックス、という示唆を叔父夫婦から得ていたかもしれない。
長松は東京大学時代、我が国最初の植物学教授であった矢田部良吉(明治 3年渡米、コーネ
ル大学卒)、および助教授の大久保三郎と松村任三について植物学を学んだと思われる。当時多
くの外図書が参考書として用いられていたが、なかでもザックスの「植物学教科書Jの生理学
に関する部分はのちに染谷徳五郎と斎田功太郎によって和訳された。おそらく、ザックスの教
科書は当時名著として広く愛読されていたのであろう。矢田部教授は講義を英語で行い、学生
たちもまた英語を用いていたという。それにもかかわらず、明治初期の、とくに 14年政変以後
の学問はドイツ志向となり、日本からの留学生のかなりの数がドイツに行った。長松と同じ頃
ドイツ留学した実業家郷誠之助の伝記によると、「明治 17年2月17日、我輩はフランス船に乗
り込んでドイツに向かった。特に留学先をドイツに選定したに就いては、別にこれといふ理由
があった訳ではない。語学の上からいへば、イギリスへ行った方がよかった位で、英語には相
当自信があったのだが、当時はドイツばやりで、誰も彼もドイツに行くという時代であったか
らのやうに記憶している…」とある。長松も英語学校以来、英語の教育を受けたと思われるが、
ザックスの許で学ぶと決めればドイツ語に転向せざるを得なかったのであろう。また、叔母か
らドイツ語を学んだのかもしれない。
長松がザックスの許にいた時期(明治 17-20年)はちょうど、ザックスが葉緑体の研究をし
ていた頃で、長松もこれに関連した研究を行ったことになる。その内容についてここで詳述す
る紙数はないが、彼が論文で報告した研究は 1886年(明治 19)の4、5、6の3ヶ月で行われ
たものである。この年9月に学位を得、論文は 2年後の明治21年にヴユルツブルク大学の「植
物学教室紀要」第 3巻に掲載された。そして同年 7月、「植物学雑誌」第 2巻第 17号に“葉緑
体ノ作用ニ就テ、学習院教授ドクトル長松篤葉"として発表された。おそらく長松は明治 17年
6月から 19年3月迄の問、講義や実習を受け、4月から本格的な研究を行って6月にDissertation
を提出したと思われる。論文提出の年、ザックスが知人に書いた手紙で次のように言っている。
「私のところにいる日本人たちのうち、長松はきちんとした正規の学位論文をかいた。jちなみ
に、"日本人たち"と複数で書かれている長松以外の日本人は松村任三である。松村は当時東京
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大学植物学教室の助教授であったが、長松に 2年遅れて明治 19年2月私費留学生としてザック
スの許に赴いた。松村はのちにハイデルベルクに移り、明治 22年 8月帰朝し、 23年に分類学
教授になった。明治 19年当時、長松22歳、松村31歳であった。
学習院教授へ、という長松に対する辞令(宮内書記官桜井能監から学習院長宛)は明治 20年
6月 14日付である。また、院長大鳥圭介から宮内大臣伊藤博文に宛でた長松採用の申請書は 6
月 8日付である。長松の帰国も 6月となっているから、就職の話は長松の在独中すでに進めら
れていた可能性がある。院長の申請書には、理科大学動物学教授の飯島魁が学習院の動植物の
授業をしてきたが、本務に差支えができたので、本日限りで解任し、代りに長松を教授として
奏任4等、年俸千円下賜して下さるようお取計らいください、とある。そして 6月14日、この
申請書どおり長松は学習院教授に任じられた。年俸千円は月給に直すと 80円余になる。当時内
閣総理大臣の年俸9800円、陸海軍大将6-8000円で、職人さんの日当はせいぜい 30-50銭で、
余程の高給とりの日当が 1円だ、ったという。したがって、長松の収入は庶民の数倍で、当時の
物価からみるとかなり裕福な生活を送っていたと思われる。しかし、帝大教授は年俸 3-4800
円も得ていたそうで(明治 14年制定の職員俸給)、人力車に乗って通勤していたと記録にある
時代である。
長松の名はこの頃植物学科の教職員学生などのなかには見当たらない。しかし、明治 22年 9
月 19日、動植物学教室関係者の会合のときの記念写真に長松が写っているから、この時期に長
松は植物学教室に出入りしていたか、あるいは関係者として特に参加したのかもしれない。い
ずれにしろ、植物学教室との関係は絶えていなかったらしい。しかし、帰国から火災保険会社
へ移るまでの約 5年間、長松の植物学者としての研究の実績は残っていない。ここで第二の疑
問、すなわち、なぜ学習院教授をやめ、そして植物学界から全く異質の世界に入ったか、につ
いて考えてみたい。
ザックスが亡くなった 1897年(明治 30)、帝国大学教授松村任三が「植物学雑誌」第 11巻
10月号に「ユリウス・ザックス先生伝」という記事を書いている。「余ヤ嘗テ独国ニ遊ヒ親ク先
生ノ講誕ニ待シテ其教ヲ聴キシ者今ヤ先生ノ言卜音ニ接ス…」で始まる一文の終りに松村はザツ
クスの教室に学んだ各国人の名 30余名を挙げているが、その中に長松の名はない。両人は前述
のように、明治 19年、同じ教室で学んだ仲のはずである、ことによると先着の長松が松村の留
学にあっせんの労をとったかもしれない。それにもかかわらず、学位まで得た長松を松村は無
視している。後年、明治 36年4月8日、会社役員としての長松が安田系のある会合(八社会)
に鴎外を招いて講演をしてもらっている(鴎外全集「衛生談」岩波書庖)0I諸君、今日の宴会
の幹事に当たって居られる永松(長松)篤莱君と私とは、今では最早ート昔の事でありますが、
独逸に留学しました頃、夏休の間などに、互に約束して置いて、度々どこかに落合って遊んだ
ことがあります。(中略)其頃永松君は定めて、植物学者になって一生を送ろうと思って居られ
たでありませう。私も天晴衛生学を研究して、試験室の中で、大発明でも致さうと思って居た
のであります。(中略)かく申す私なと守に至っては、学問界の失敗者であります。永松君とても、
定めて御同感でありませう」と鴎外はのべている。長松は何らかの理由で当時の学界に受け入
れられなかったのかもしれない。帝国大学に植物生理学講座が創設されたのは、三好学がザツ
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クスの弟子W.ペッファーの教室における留学から帰国した明治 28年のことである。我が国の
植物生理学のはじまりはこうして、長松篤斐でなく、三好学の手になったわけである。
学習院教授時代の明治 23年、命により長松らは「学習院学制J1学制取調理由書」を作成し
た。これにより、貴族の教育のための学科目の改正が行われることになった(学習院百年史」
昭和 56年)。その結果、同年 8月、長松は院長から宮内大臣宛の申請“本院学制改革ニ付本人
ノ知キ博物学ノ専門家ヲ要セサルニ付非職被命度…"が認められて非職となった。自らが関与
した学制改革で自らの首を切った結果になったわけである。明治 26年、東京火災保険株式会社
株主総会 (1東京火災保険株式会社 50年史J昭和 13年)で取締役の年俸は 3-500円ときめら
れた。したがって、長松が収入を理由に学習院をやめて会社に入ったとは考えにくい。それよ
り、何らかの理由で植物学界の“失敗者"となり、学習院もやめ、岳父の世話で実業界に入っ
たとみるのが自然であろう。長松が東京植物学会創設(明治 15年、のちに日本植物学会)初期
から、実業界、政界で活躍し、死に至る昭和 16年まで、学会会員であったという事実は興味ぶ
かし'0
植物生理学を学ぶ者として、日本における植物生理学はどのように誕生したか、これはぜひ
知りたいところである。それにしても、その重要な要にあったと思われるこの長松篤楽につい
て解らぬことが多すぎる。この稿に至るまで、ずい分多くの方々からご援助をいただいたが、
さらに、資料など御教示を頂ければありがたい。(岩波書庖「図書J6月号、 22-28頁、 1984)
「長松篤棄の人生J
今年 7月 12日、私は山口線湯田温泉駅に降り立ったり我が国の植物生理学者第一号であり、
のちに保険業界の重鎮になった長松篤莱が生れ育った旧長松邸を訪れるためであった。
この旧邸は、現在は山口市矢原 648となっているが、もと吉敷郡矢原村といった。山口線「矢
原jと「湯田温泉jのほぼ中間に位置し、田圃に固まれたひなびた田園の一軒屋である。私は
まず藤本鶴子氏を訪ね、同氏の案内で旧長松邸に伺った。藤本氏は長松篤莱の子息太郎氏夫人
長松治子氏が紹介して下さった方で、その夫君孝介氏の祖父の兄藤本松五郎が長松家ゆかりの
人物だったわけである。すなわち、篤楽の父で医師でもあった幹(みき)の従者として松五郎
は薬箱をかついで伴をしていたそうである。旧長松邸の当主は増原浩という方で、中学の先生
である。旧邸の近くには長松家の墓地もあって、篤業の祖父「玄厚」らの墓碑が現存している。
藤本氏の嫁女が私の訪問のため、前もって草を刈り、掃除をしておいてくれた。長松邸はもと
もと平屋だったそうであるが、何度かの改築によって現在は二階建になっており、新建材によ
る改装も行われていた。しかし増原氏夫妻に招じ入れられた座敷はほぼ原形を止めているよう
で、欄問、天井、床のすすけた木の面は百数十年の歴史を感じさせた。生垣も当時のままだそ
うであるが、庭石などの模様は多少変わったそうである。また、当時この邸の目印になってい
たという大きな松の木は切り取られたという。この土地の近辺には維新の折に活躍した人たち
の生家が多くあるが、このようにひなびた、いわば片田舎で、なぜ国を動かす多くの人材が輩
出したのか私は不思議な気がした。長松篤莱は幹の次男として元治元年 (1864年)この地で生
れ、明治 2年 (1869年)、新政府の太政官大史小弁となった父に伴われ、母、兄周造とともに
